
 

 

３学期は学年の総仕上げ期間で、春の新学

期にむけて準備をする大切な期間です。 

特に、３年生は、卒業後の進路決定の最終段

階で、私立入試、公立高校の推薦入試・一般

入試と続き、進学先に提出する年間の最終成

績が中学校最後の期末考査の後、決定します。 

卒業式後の３月１２日に実施される公立高

校一般入試を受検する生徒もいますが、勝負

は２月までの過ごし方で決まると言っても良い

でしょう。１・２年生も期末考査の他に習熟度テ

ストもあり、進級に向けて意識せざるを得ない

期間なのです。 

そんな中でも、生徒たちは日々の生活を崩さ

ず、毎日を元気に過ごし、一歩一歩、成長して

います。本当に素晴らしいと思います。 

２月は村上・新生徒会長の

挨拶から始まりました。奉仕

委員長の選出、生徒集会の

運営など、現生徒会から少し

ずつ役割を引き継いで４月か

らの本格稼働に向けて準備し

ています。 

【２月の授業風景】 

 社会（２年）  

おすすめ旅行プランの 

プレゼンの様子 

 

 

 

 

 

 

 絵手紙教室（３年） 

今年は未来の自分に 

メッセージを書きまし 

た。 

 

 

 

 

 

 家庭科（３年） 

ナンづくり。給食がカレー 

の日に合わせてナンを作っ 

て食べました。 

 

 

 

 

 

 

何気ない毎日、仲間と過ごした日々のできご

とが人生の宝物になっていくことでしょう。 

教科の学習は大切ですが、それだけでは足

りないものが多すぎると思っています。 

「社会に出る」とは、人と人の間で生きていく

ということです。「良好な人間関係を築くことが

できる人は、幸せに生きることができる」と言い

ます。良好な人間関係は表面的な関係だけで

はつくることができません。人とより深く関わる

ことで生まれてくるのです。人工知能（AI）がも

てはやされ、多くのことが人の手を介さずできる

世の中ですが、それ故に、学校・家庭・地域が

協力して、実際の体験を通して人と人が関わる

ことができる場を提供し続けることが、これから

ますます重要な時代になったと思っています。 
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「志高く、学ぶ意欲と思いやりの心が充ちる生徒の育成 

～夢の実現に、明るく、やさしく、誠実さをもって歩み続ける～ 
 

学校教育目標 
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中 

春に向けて準備はできましたか？ 

 

 体育（１年） 
柔道の受け身稽古
特訓中！ 



 

 

「やってみよう」と思っても行動しない人は沢

山いるように思います。 

家に帰って勉強しよう、英単語を毎日３つ覚

えよう、ダイエットしよう、部屋を掃除しよう・・・ 

「やったほうがいい」と思うことは沢山あるけ

れど、実行せずに頭の中から消えていってしま

っていませんか。 

ところが、それとは反対に、決めたことはすぐ

実行できる人もいます。 

違いはどこにあるのでしょう？ 

 

いろいろな研究がありますが、実行できる人

は、「決めたらやる」「とりあえずやってみる」「何

も考えずやる」と決めている人だそうです。 

たいていの人は、「やり方はどうする」、「うま

くいくのかな」、「もっと良い方法があるかも」、

「他にやることあるし」、「やる意味あるの？」な

どいろいろ考える間に、わからなくなったり、疲

れてしまったりで、結局やらずに先延ばししてし

まうようです。 

やらない理由は考えただけありますが、やら

ない一番の理由は「失敗が怖い」だけだと思い

ます。 

「できない自分」、「うまくやれなかった自分」

を見るのが怖いからです。 

誰かに、周りから、陰で、笑われたり、バカに

されたりするのが怖いから行動にできない。自

分自身でさえ、できない自分を責めてしまう。そ

うして行動できなくなっていくのです。 

たとえば、検定や入学試験を受けたとします。

その結果、合格したり、不合格だったりします。そ

のことに対して、合格したら「凄いやつ」と評価

したり、不合格だったら「ダメなやつ」と笑ったり

している人を見ると、自分も同じような目に遭う

と思うと行動できなくなる訳です。 

それが続くと、行動しないことがあたりまえに

なり、どんどん無気力になり、最後は引きこもっ

て家から出られなくなることにもなりかねません。 

 

 

何も考えずに行動できれば良いのですが、な

かなかそううまくいかないのが現実です。 

他にも解決方法があると思いますが、ここで

は、私が自分で試してよかったと思う方法を紹

介します。 

 

 

 

 

 

 

他にもいろいろ方法があると思うので、自分

に合う方法を探してみてください。 

ただ、紹介した方法を試しても、失敗した時

にバカにされなくなる訳ではありません。 

他人を変えることはとても難しいからです。 

そこで、あなたの「勇気」が必要なんです。 

・人の失敗を笑わない「勇気」 

・何かに取り組んだ自分を評価する「勇気」 

この「勇気」は自分のための「勇気」だけで

はありません。 

笑われて辛い思いをしている人を支える力、

結果ではなく結果が出るまでのその人の努力

を賞賛する力になります。 

「誰かを支える勇気」が「挑戦する勇気」に

はあるのです。自分のためだけなら諦めること

も、他の人のためになら人は力が出せるのです。

今からあなたも、ほんの少しで良いから勇気を

出して一歩を踏み出してみませんか。 

３日（月）生徒総会、３年生送別行事 
５日（水）茶道教室(３年) 
７日（金）卒業式予行 
１０日（月）卒業式 
１２日（水）公立高校一般入試 
１４日（金）進路学習会（２年） 
１７日（月）学年レクリエーション(2年) ・学校規 

模適正化協議会・学校運営協議会 
１８日（火）学年レクリエーション(１年) 
１９日（水）公立高校一般入試合格発表 
２０日（木）春分の日 
２１日（金）大掃除 
２４日（月）修了式 
２５日（火）春期休業(～４／６) 
２６日（水）PTA・後援会会計監査 

挑戦する勇気 

 

３月の行事予定 

どうすればいい？ 

① 人の失敗を馬鹿にしない 

（笑わない） 

② 結果ではなく、取り組んだことを

評価する（結果は自分で選べない） 

勇気の源 


